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４　黒毛和種去勢牛の育成期に給与する濃厚飼料中粗蛋
たん

白質水準が発育に及ぼす影響

ねらいと成果

黒毛和種（但馬牛）子牛の育成期の飼料給与につ

いては、可消化養分総量（TDN）を基にした濃厚飼

料の給与水準が中心に検討され、現行では、濃厚飼

料を制限給与し、粗飼料を自由採食とする粗飼料多

給の飼養形態が推奨されている。一方、蛋白質はエ

ネルギーと同様に家畜の成長に必要な栄養素である

が、育成期における蛋白質の給与水準については詳

細に検討されていない。

そこで今回、黒毛和種去勢牛の育成期に、良好な

発育が確保できる濃厚飼料中の粗蛋白質（CP）水

準を検討した結果、CP水準の高い濃厚飼料の給与

が育成期の増体性を改善することが明らかとなっ

た。

内　容

３か月齢の黒毛和種雄子牛20頭を、給与する濃厚

飼料の乾物中CP水準で３区（15％区：７頭、20％

区７頭、25％区：６頭）に分けて、９か月齢まで試

験を実施した。濃厚飼料は体重の1.5％を給与し、

粗飼料はチモシー乾草を自由採食とした。体重、体

高、胸囲及び腹囲を１か月ごとに測定した。また、

試験開始から１か月ごとに血液を採取し、血中イン

スリン様成長因子（IGF）-I（注）濃度を測定した。

その結果、試験期間中（６か月間）の一日当たり

増体量（DG）は、15％区0.79㎏、20％区0.77㎏、

25％区0.83㎏であり、25％区が他の区に比較して有

意に大きくなった（P<0.05）。体高、胸囲及び腹囲

については試験区間に差がみられなかった。CPの

摂取量は、投与量に比例して試験区間で顕著な差が

みられ（P<0.01）、25％区が最も多く、20％区、

15％区の順に少なくなった。濃厚飼料、粗飼料、

TDN及び乾物摂取量については試験区間に差がみら

れなかった。月齢間ごとのCPの充足率は25％区が

日本飼料標準の約120％と高く、20％区、15％区の

順に低くなった（図１）。血中IGF-I濃度については、

25％区が15％区及び20％区に比較して試験開始時か

ら常に高く推移した（図２）。

以上のことから、黒毛和種去勢牛の育成期にCP

水準が25％の濃厚飼料を給与すると育成期のDGが

向上することがわかった。また、その時のCPの充

足率は日本飼養標準の約120％であった。更に、DG

が向上した理由の一つとして、血中IGF-Iの増加が

関与している可能性が考えられた。

（注）インスリン様成長因子-I：成長ホルモンの刺

激により、肝臓で合成・分泌される成長因子で骨の

成長及び細胞の増殖を促進する。

普及上の注意点

濃厚飼料のCP水準は改善されてきている。

粗飼料は、チモシー乾草等の良質乾草を給与する

必要がある。
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図１　日本飼料標準に対するCPの充足率

図２　血中IGF-I濃度の推移
＊：15％区と比較してP＜0.05
†：20％区と比較してP＜0.05


